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９月 ２月 評価
コメン

ト 評価 評価 コメント評価 コメント

①中、高学年におけて教科担任制（理科・社会
科）を実施する。教具やWSを共有し次年度以降
にも使えるようにする。

②学年を単位とした小グループでの主体的で実践
的な校内研究を実施する。

①児童アンケート「教科担任制での学習は分か
りやすい」85％以上

②児童アンケート「すすんで学習に取り組んで
いる」85％以上

・学校司書を活用する。
・学校図書館の環境整備をする。
・読み聞かせで使用した本を紹介する。
・西葛西図書館の団体貸し出しを利用して、様々
な本に触れられるようにする。

・児童アンケート「進んで読書をする」80％
以上
・全クラス国語科、読書科、社会科、総合的な
学習の時間等で年間10時間以上の調べ学習実
施

①定期的に実技研修会を実施する。

②体力テストの結果の分析に基づいて、単元計画
や授業改善を行う。

③なわ跳びウィークを年３回実施する。

①児童アンケート「体育の授業は楽しい」
85％以上
②体力テスト各種目の平均点において全ての種
目で区平均点以上

③児童アンケート「なわ跳びに楽しく取り組ん
でいる」８０％以上

・「わくわくすもう教室」や「わくわくすもう大
会」に向けた学習と行事の実施を通して、体力と
すもうへの関心を高められるようにする。

・児童アンケート「体を動かすことがことが好
き」９０％以上

①給食時の味覚の指導や食材の紹介をする。
②給食後の歯磨きタイムの設定とフッ化物洗口の
実施する。

①給食を楽しくおいしく食べている８５％以上
②保護者アンケート「歯を磨く習慣が身につい
てる」85％以上

学
力
の
向
上

＜基礎・基本の定着に向けた取
組の充実＞
①東京ベーシックドリル・区学
力定着度調査の取組

②家庭学習の充実に向けた取組

①東京ベーシックドリル、区学力定着度調査の結
果の分析に基づいて、苦手分野への課題配信と放
課後補習教室への参加を促していく。答案の即時
返却と解説をする。

②江戸川っ子study week!では、苦手分野の課題
配信をする。学期に１回の実施をする。

①算数ベーシックドリル・学力定着度調査で
80％以上の児童が、正答率８０％以上（低学
年は９０％）達成。

②児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組んでいる」９０％以上

体
力
の
向
上

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
①問題解決的な学習と運動量を
確保した体育科の授業改善
②体力テストの取組
③江戸川っ子なわ跳びウィーク
の取組

＜地域の伝統文化との共生＞
・江戸川区と関連深い相撲行事
の取組。

＜健康の増進＞
①食に関する指導の充実
②歯を磨く習慣の定着
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学校教育目標

○児童が明るく元気に学び合える学校（子どもが通いたい学校）
○保護者が安心して子どもを任せられる安全な学校（保護者が通わせたい学校）
○地域に開かれ、地域から信頼される学校（地域が応援したい学校）
○教職員が笑顔で共育・協働し、自分の力を発揮できる学校（教職員が働きたい学校）

＜教員の専門性向上＞
①教員の専門性を生かす指導体
制の充実

②校内研究における、主体的・
対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善の推進。

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の
充実

「年度末」
学校関係者評価

（A～D）

次年
度に
向け
た

改善
コメント

「中間」
自己（学校）評

価(A～D)
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評

価（A～D）

・組織的な対応による不登校の未然防止
・教員の専門性を生かす指導体制の充実による、より一層の学力の向上

・説明資料を作成して公開したことで、地域や保護者に学校の取組について、分かりやすく伝えることができた。
・ベーシックドリルの取組を通して、基礎的・基本的な学力を着実に定着させていくことができた。

前年度までの本校の現
状

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標



共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

①誰にでもわかりやすい、UDLの視点を取り入れ
た指導の充実を図る。

①児童アンケート「先生の指示や説明が分から
ない」１０％以下

①ふれあい月間における、「いじめ防止に向けの
授業」「いじめアンケート」を年３回実施する。
いじめ防止に関する授業を年間３回以上実施す
る。

②いじめ防止対策委員会を定期的に開催する。

①いじめ防止に向けた授業の実施、アンケート
で挙がった案件への３か月以内の対応100％。

②いじめの解決に向けて、関係者への聞き取り
や連絡等を組織的に確実に行う。

①LーGateを活用して、児童の状況を適切に把握
する。
②不登校対策委員会を定期的に開催し、関係機関
との連携する。校内における居場所づくり（エン
カレッジルーム）をする。の提供をする。

①LーGate実施１００％

②年間8回の不登校対策会議の実施。不登校児
童の関係諸機関との連携100％

①各学年が週1回以上学校ホームページの学校日
記の更新を行う。

②学校公開を年3回実施する。

・保護者アンケート「教育活動の公開度」
80％以上

②学校公開への参加率90％以上

・学校応援団、読書ボランティア、授業ボラン
ティア等の募集を行う。

・保護者アンケート「保護者・地域の人材活
用」８０％以上

①全校統一された重点項目による評価を実施す
る。

②取組についての説明資料を作成し、評価分析結
果を公表する。

①学校関係者評価にてA評価を80％以上

②保護者アンケートにて全項目の平均で肯定的
な意見80％以上

・「わくわくすもう教室」や「わくわくすもう大
会」の実施
・巣箱づくりの実施と鳥の日常的な観察活動の実
施。

・保護者アンケート「特色ある教育活動の実
施」80％以上

①高学年児童を対象とした防災に関する授業の実
施
②学校公開での備蓄倉庫見学会を企画する。

①児童アンケート「防災について意識が高まっ
ている」
②保護者アンケート「防災の意識が高まるよう
な教育活動に取り組んでいる」

・会議の精選と文書決済システムの徹底をする。
・定時退勤日の設定する。

・学校評価（教職員）での働き方改革推進に関
する項目の肯定的な評価80％以上

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

＜特別支援教育の推進＞
①居心地の良い教室環境づくり
と副積交流、交流及び共同学習
の実施・充実。

＜いじめ対策の充実＞
①いじめの未然防止と早期発見
に向けた、ふれあい月間の取組
の充実といじめ防止に関する授
業の実施。
②いじめの早期解決に向けた、
情報の共有と組織的な対応

＜不登校対策の充実＞
①不登校の未然防止に向けた取
組の充実。
②不登校児童への組織敵で積極
的な対応

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

＜特色ある教育施設を生かした
教育活動の推進＞
・土俵の活用
・愛鳥モデル校

＜防災意識の向上＞
①防災教育の実施
②保護者への周知

＜学校における働き方改革＞
・「学校における働き方改革プ
ラン」に基づく取組の実施

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

＜自校（園）の取組の積極的な
発信＞
①学校（園）ホームページの充
実。
②学校（園）公開の実施と充実

＜保護者・地域の方々の協力に
よる教育活動の推進＞
・保護者、地域人材の活用

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向け
た学校関係者評価の実施


